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(54)【発明の名称】 液晶表示スクリーン

(57)【要約】
【課題】  色純度が良好な画像を生じると共に耐用年数
を長くした液晶表示スクリーンを提供する。
【解決手段】  液晶層と、この液晶層の両側に設けられ
た２つの平行で透明な第１及び第２の基板と、前記液晶
層の透過状態を制御する手段と、第１の基板側において
400nm＜λ

1 
＜450nmの波長で発光量が最大の放射を放出

する青色発光放射源と、少なくとも１種類の蛍光体を有
し且つ第２の基板上に配置されている第１の蛍光体層と
を設ける。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  液晶層と、この液晶層の両側に設けられ
た２つの平行で透明な第１及び第２の基板と、前記液晶
層の透過状態を制御する手段と、第１の基板側において
400nm＜λ

1 
＜450nmの波長で発光量が最大の放射を放出

する青色発光放射源と、少なくとも１種類の蛍光体を有
し且つ第２の基板上に配置されている第１の蛍光体層と
が設けられている液晶表示スクリーン。
【請求項２】  請求項１に記載の液晶表示スクリーンに
おいて、前記青色発光放射源が、青色発光蛍光体層を有
している蛍光ランプを具えていることを特徴とする液晶
表示スクリーン。
【請求項３】  請求項１に記載の液晶表示スクリーンに
おいて、前記青色発光放射源が、青色放出光の発光ダイ
オードを有していることを特徴とする液晶表示スクリー
ン。
【請求項４】  請求項１に記載の液晶表示スクリーンに
おいて、前記第１の蛍光体層が赤色蛍光体、緑色蛍光体
及び青色フィルタを有していることを特徴とする液晶表
示スクリーン。
【請求項５】  請求項１に記載の液晶表示スクリーンに
おいて、前記第１の蛍光体層が赤色蛍光体としてｏ－
（６－ジエチルアミノ－３－ジエチルイミノ－３Ｈ－キ
サンテン－９－イル）安息香酸、緑色蛍光体として３－
（２’－ベンゾチアゾリル）－７－ジエチルアミノクマ
リン、青色フィルタとしてCoAl

2
O
4
を有していることを

特徴とする液晶表示スクリーン。
【請求項６】  請求項１に記載の液晶表示スクリーンに
おいて、前記液晶層と前記第１の蛍光体層との間に第２
の蛍光体層が配置されていることを特徴とする液晶表示
スクリーン。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、液晶層と、この液
晶層の両側に設けられた２つの平行で透明な第１及び第
２の基板と、液晶層の透過状態を制御する手段と、第１
の基板側における放射源と、少なくとも１種類の蛍光体
を有し且つ第２の基板上に配置されている蛍光体層とが
設けられている液晶表示スクリーンに関するものであ
る。
【０００２】
【従来の技術】液晶表示スクリーンでは、電界を与える
ことによって、外部から入射する直線偏光された光がそ
の偏光方向において影響を受けるように幾つかの種類の
液晶の分子配向を制御できるという事実が用いられてい
る。他の種類の液晶はネマチック相、コレステリック相
及び種々のスメクティック相を含んでおり、各々は分子
の空間配置が異なることによって特徴づけられている。
例えば、広く用いられているＴＮ（捩れネマチック）液
晶表示スクリーンはネマチック液晶を有している。

2
【０００３】従来のＴＮ液晶表示スクリーンは、２つの
ガラス板であって、これらの内面が酸化インジウム錫
（ＩＴＯ）の透明な電極で被覆されている当該ガラス板
から通常成っている。これらガラス板の間に、液晶を含
む層が挟まれている。ガラス板上に配置されている配向
層によって２つのガラス板間でネマチック液晶分子にエ
ッジ配向の90°回転が与えられる。この結果、90°のら
せんが液晶層内で生じる。ガラス板の外面上の交差した
偏光子と、二次元のバックライトとで表示スクリーンが
完成される。バックライトから発生し、第１の偏光子に
よって直線偏光される光は、電圧が２つのＩＴＯ電極に
印加されない限り液晶分子の90°回転を追従することが
でき、次に、第２の偏光子を通過し、表示スクリーンは
透明に見える。充分に高い電圧を印加した場合、液晶分
子の電気異方性がらせんを取除き、偏光された光の偏光
方向は影響を受けない状態に保たれる。偏光された光は
第２の偏光子を通過できず、セルは黒く見える。
【０００４】スクリーン上の画像全体は複数の個別の画
素から成っており、これら画素の各々はマトリクスを介
して駆動される。従来の液晶カラー表示スクリーンで
は、カラー画像は、前方のガラス板上に印刷されている
モザイクのカラーフィルタによって形成されている。各
画素からの透過光は赤色、緑色あるいは青色のいずれか
で生じる。
【０００５】カラーフィルタを有している液晶カラー表
示スクリーンには、表示スクリーンを特定の観察角から
しか見ることができず、彩度、光度及び輝度がＣＲＴ表
示スクリーンと比較して著しく劣っているという欠点が
ある。
【０００６】蛍光体層を有している液晶カラー表示スク
リーンでは、光度が大きくなり、観察角が広がる。例え
ば、米国特許第4,822,144号明細書には、液晶スイッチ
ング素子と、ＵＶ光源によって励起される蛍光体層との
組合せに基づき透過モードで動作する液晶カラー表示ス
クリーンであって、この蛍光体層と光源との間の干渉フ
ィルタによって表示スクリーンの輝度を増大させる液晶
カラー表示スクリーンが開示されている。蛍光体層及び
ＵＶ源は液晶スイッチング素子の両側に配置されてい
る。ＵＶ源は、360nm～380nmの範囲内で最大放射となる
光を放出する水銀高圧ランプ、あるいは185.0nm及び25
3.7nmにおいて最大放射となる光を放出する水銀低圧ラ
ンプとすることができる。
【０００７】360nm～380nm間の波長で最大放射となる水
銀高圧ランプを用いているバックライトの場合、短波長
光を除いて、408nm、435nm及び546nmでかなり高い強度
の光も放出するという欠点がある。このことによって、
蛍光体における３原色の赤色、緑色及び青色は完全には
分離しなくなり、表示スクリーン上にカラー画像の色収
差が生じることになる。
【０００８】一方、185.0nm及び253.7nmの波長で最大放



(3) 特開２００１－２６４７５９

10

20

30

40

50

3
射となる水銀低圧ランプを用いているバックライトで
は、これらの波長の光が液晶内で吸収され、これにより
液晶内に光化学反応を生ぜしめ、この光化学反応により
時間の経過と共に液晶を破壊するおそれがあるという欠
点がある。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】従って、本発明の目的
は、色純度が良好な画像を生じると共に耐用年数を長く
した液晶表示スクリーンを提供することにある。
【００１０】
【課題を解決するための手段】本発明よれば、この目的
を、液晶層と、この液晶層の両側に設けられた２つの平
行で透明な第１及び第２の基板と、前記液晶層の透過状
態を制御する手段と、第１の基板側において400nm＜λ

1 
＜450nmの波長で発光量が最大の放射を放出する青色

発光放射源と、少なくとも１種類の蛍光体を有し且つ第
２の基板上に配置されている第１の蛍光体層とが設けら
れている液晶表示スクリーンによって達成する。
【００１１】ＵＶ発光放射源の代わりに青色発光放射源
を用いることによって、バックライトからの放射と液晶
層との間の光化学反応が阻止される。更に、液晶表示ス
クリーンの構成要素に対し、ＵＶ光を通さずに可視光を
通すことを必要とする安価な材料を用いることができ
る。
【００１２】本発明の好適な例によれば、青色発光放射
源は、青色発光の蛍光体層を有している蛍光ランプを具
えている。あるいは又、この青色発光放射源は青色放出
光の発光ダイオードを有するのが好ましい。
【００１３】本発明による変形例では、第１の蛍光体層
が赤色蛍光体、緑色蛍光体及び青色フィルタを有するこ
とができる。
【００１４】第１の蛍光体層が赤色蛍光体としてｏ－
（６－ジエチルアミノ－３－ジエチルイミノ－３Ｈ－キ
サンテン－９－イル）安息香酸、緑色蛍光体として３－
（２’－ベンゾチアゾリル）－７－ジエチルアミノクマ
リン、青色フィルタとしてCoAl

2
O
4
を有するのが好まし

い。
【００１５】本発明による他の変形例では、液晶層と第
１の蛍光体層との間に第２の蛍光体層を配置することが
できる。このような第２の蛍光体層は色変換層としても
作用することができる。
【００１６】
【発明の実施の形態】本発明の上述した観点及びその他
の観点は、以下の実施例に関する説明から明らかとなる
であろう。
【００１７】本発明による液晶表示スクリーンは、液晶
層１と、この液晶層１の両側に設けられた２つの平行で
透明な基板２及び３と、液晶層の透過状態を制御する手
段４及び５と、第１の基板側において400nm＜λ

1 
＜450

nmの波長で発光量が最大の放射を放出する青色発光放射

4
源７と、第２の基板上に配置され且つ少なくとも１種類
の蛍光体を有している第１蛍光体層８とを具えている。
【００１８】２つの基板が相俟って液晶表示スクリーン
の基体を形成している。これら基板は可視光を通す。本
発明の実施例によれば、双方の基板はガラス又は透明な
合成樹脂をもって構成することができる。これら基板の
周囲はパッキングによって封止されている。これら基板
及びパッキングは、液晶層で占められた空間を囲んでい
る。
【００１９】液晶層に対しては、種々の液晶材料を用い
ることができる。例えば、90°の捩れを有する“捩れネ
マチック”材料をＴＮ－ＬＣＤ用に用いることができ、
180°から270°までの範囲の捩れを有する“超捩れネマ
チック”材料をＳＴＮ－ＬＣＤ用に用いることができ、
あるいは270°の捩れの複屈折（“超捩れネマチック複
屈折”）を有する材料をＳＢＥ－ＬＣＤ用に用いること
ができる。強誘電性、スメクティック及びコレステリッ
ク液晶材料も適している。
【００２０】液晶層の透過状態を制御しうる手段に関し
ては、パッシィブマトリクス駆動とアクティブマトリク
ス駆動とに区別される。アクティブマトリクスを有する
液晶表示スクリーン（ＡＭ－ＬＣＤ）では、各画素は、
薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）又は薄膜ダイオード（ＴＦ
Ｄ）をもって構成することができるそれ自体のスイッチ
と関連されている。アクティブマトリクス駆動は、本発
明による液晶表示スクリーンに対して適切に用いること
ができるＰＡＬＣ技術によるプラズマ放電を用いる駆動
をも含む。アクティブマトリクスを有する液晶表示スク
リーンは特に、改善されたコントラスト、高い彩度及び
短かい立上り時間を達成する。
【００２１】現在、世界中で製造されている液晶表示ス
クリーンの大部分はパッシィブマトリクスによって駆動
されている。この目的のために、図１で示すように、液
晶層と接触する基板の表面が、マトリクス状にスイッチ
ング点を形成するように相互に直角に交差している透明
な細条状電極４及び５のアレイで被覆されている。これ
ら電極は例えばＩＴＯをもって構成することができる。
これら電極は、斜方蒸着された二酸化珪素の配向層11で
被覆されている。更に、第１の基板上に偏光子９が配置
されており、第２の基板上に検光子10が配置されてい
る。
【００２２】放射源に対しては、青色発光蛍光体、例え
ばBaMgAl

10
O
17
：Euのみを含有し、447nmの波長を有する

青色光を放出する蛍光体層を有している水銀低圧ランプ
７が用いられ、この水銀低圧ランプは基板２の側に配置
されている。あるいは又、放射源として青色発光ＵＶダ
イオードを用いることもできる。
【００２３】放射源と、液晶層の透過状態を制御する手
段との間に、液晶表示スクリーンのコントラスト、色純
度及び効率を改善する作用をするコリメータを設けるこ
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とができる。見る人に面する側に配置されている前方の
基板３には、液晶層に隣接する面上あるいは外面上で第
１の蛍光体層が設けられている。
【００２４】この第１の蛍光体層は赤色（Ｒ）、緑色
（Ｇ）及び青色（Ｂ）画素のモザイクパターンから成っ
ており、このパターンは赤色及び緑色の蛍光体と青色散
乱顔料とを有するものであって、これらの各々はスイッ
チング点と関連されており、これらがバックライトによ
って放出される青色光によって励起されると、それぞれ
赤色及び緑色光を放出し、青色光を透過する。
【００２５】蛍光体として適切に用いることができる材
料は、入射する単色の青色放射を吸収し、適切な波長領
域で発光し、蛍光量子収量を高くする必要がある。特に
適切に用いることができる材料は、無機硫化カルシウム
蛍光体、すなわち赤色発光蛍光体としてCaS：Eu、緑色
発光蛍光体としてCaS：Ceである。青色散乱顔料に対し
ては、CoAl

2
O
4
を適切に用いることができる。

【００２６】青色光から可視の有色光を効果的に発生さ
せるために用いることができる他の蛍光体は有機蛍光
体、すなわち赤色領域用のｏ－（６－ジエチルアミノ－
３－ジエチルイミノ－３Ｈ－キサンテン－９－イル）安
息香酸、緑色領域用の３－（２’－ベンゾチアゾリル）
－７－ジエチルアミノクマリンである。
【００２７】単一の蛍光体層あるいは２つの蛍光体層の
サンドイッチ構造を用いることができる。第１の蛍光体
層では、画素を、赤色、緑色及び青色の色のトライアッ
ドに対し点あるいはストライプとして通常の方法で設け
ることができる。
【００２８】液晶表示スクリーンに第２の蛍光体層６が
設けられている場合、この第２の蛍光体層は、図３に示
すように、第１の蛍光体層の緑色及び赤色画素上に配置
されている緑色画素を有することができ、この第２の蛍
光体層の緑色画素は、バックライトからの放射に対する
色変換器として作用する。第１の蛍光体層の赤色発光画
素の場合、赤色蛍光体としてｏ－（６－ジエチルアミノ
－３－ジエチルイミノ－３Ｈ－キサンテン－９－イル）
安息香酸が用いられ、第１及び第２の蛍光体層での緑色
発光ドットの場合、緑色蛍光体として３－（２’－ベン
ゾチアゾリル）－７－ジエチルアミノクマリンが用いら
れる。第１の蛍光体層の青色発光ドットの場合、青色カ
ラーフィルタとしてCoAl

2
O
4
が用いられる。３－（２’

－ベンゾチアゾリル）－７－ジエチルアミノクマリンか
らの緑色蛍光はｏ－（６－ジエチルアミノ－３－ジエチ
ルイミノ－３Ｈ－キサンテン－９－イル）安息香酸によ
って赤色蛍光に変換される。緑色蛍光体からの長波長の
蛍光による励起は、赤色蛍光体での光化学反応を阻止 *

6
*し、その耐用年数を延長させる。
【００２９】図２で示すように、単色の液晶表示スクリ
ーンの場合、赤色及び緑色蛍光体の混合物を有し、放射
源からの青色光の一部分を透過させる連続的な蛍光体層
が用いられる。この結果として、幅広なカラードットが
得られる。
【００３０】画素は、コントラスト及び色純度を改善す
る作用をする黒色マトリクス12によって画成することが
できる。周辺光状態でのコントラストも、前方の基板３
を着色することにより改善することができる。
【００３１】動作中、所望の画像に応じた電圧が２つの
電極アレイ間に印加される。ターンオフスイッチング点
間に配置された液晶層部分では、液晶分子はセルの断面
に亙って90°回転した捩れ構造を呈する。ターンオンス
イッチング点間に配置された液晶層部分では、液晶分子
はセルの断面に亙って回転しないあるいは殆ど回転しな
い直線構造を呈する。
【００３２】水銀低圧ランプ７によって発生される、40
0nm＜λ

1 
＜450nmの波長を有する偏光されていない青色

放射は、電圧が印加されていない液晶層中の位置で偏光
子、液晶媒体及び検光子を通過し、その後、蛍光体層中
で赤色、緑色及び青色画素上に当たる。この蛍光体層中
の画素は、駆動のスイッチング点と関連し、これらと整
列されている。次に、青色光によって励起された赤色及
び緑色蛍光体及び青色顔料が赤色、緑色あるいは青色の
いずれかの可視光を放出する。
【図面の簡単な説明】
【図１】  個々の画素を有している蛍光体層を具えてい
る本発明の実施例による液晶表示スクリーンの断面図で
ある。
【図２】  連続する蛍光体層を具えている本発明の他の
実施例による液晶表示スクリーンの断面図である。
【図３】  個々の画素を有する２つの蛍光体層を具えて
いる本発明の更なる実施例による液晶表示スクリーンの
断面図である。
【符号の説明】
１  液晶層
２，３  基板
４，５  電極
６，８  蛍光体層
７  水銀低圧ランプ
９  偏光子
１０  検光子
１１  配向層
１２  黒色マトリクス



(5) 特開２００１－２６４７５９

【図１】 【図２】

【図３】



(6) 特開２００１－２６４７５９

フロントページの続き
  
(71)出願人  590000248
            Ｇｒｏｅｎｅｗｏｕｄｓｅｗｅｇ  １,
            5621  ＢＡ  Ｅｉｎｄｈｏｖｅｎ，  Ｔｈ
            ｅ  Ｎｅｔｈｅｒｌａｎｄｓ

(72)発明者  ハンス  ニコル
            ドイツ国  52070  アーヘン  ルイゼンシ
            ュトラーセ  26
(72)発明者  コーネリス  ロンダ
            ドイツ国  52072  アーヘン  ショエナウ
            アー  フリーデ  81



专利名称(译) 液晶显示屏

公开(公告)号 JP2001264759A 公开(公告)日 2001-09-26

申请号 JP2001004987 申请日 2001-01-12

[标]申请(专利权)人(译) 皇家飞利浦电子股份有限公司

申请(专利权)人(译) 皇家飞利浦电子股份有限公司的Vie

[标]发明人 ヘルムートベヘテル
ハンスニコル
コーネリスロンダ

发明人 ヘルムート ベヘテル
ハンス ニコル
コーネリス ロンダ

IPC分类号 G02F1/13 C09K11/06 G02F1/133 G02F1/13357 G09F9/00

CPC分类号 G02F1/133617

FI分类号 G02F1/13357 C09K11/06.635 G02F1/13.505 G09F9/00.313

F-TERM分类号 2H088/EA02 2H088/EA33 2H088/GA02 2H088/GA03 2H088/GA04 2H088/HA12 2H088/HA18 2H088
/HA28 2H088/JA05 2H088/JA13 2H088/JA17 2H088/MA05 2H088/MA20 2H091/FA02X 2H091/FA08X 
2H091/FA08Z 2H091/FA41Z 2H091/FA42Z 2H091/HA07 2H091/HA10 2H091/HA12 2H091/LA15 
2H191/FA02X 2H191/FA22X 2H191/FA22Z 2H191/FA81Z 2H191/FA82Z 2H191/HA06 2H191/HA09 
2H191/HA20 2H191/LA19 2H391/AA03 2H391/AB03 2H391/AB04 2H391/AB36 2H391/EA05 5G435
/AA03 5G435/BB12 5G435/BB15 5G435/CC09 5G435/CC12 5G435/EE26 5G435/EE33 5G435/FF05 
5G435/GG23 5G435/GG27 5G435/HH06

优先权 10001189:6 2000-01-14 DE

外部链接 Espacenet

摘要(译)

要解决的问题：提供一种液晶显示屏，该显示屏可以产生具有良好色纯
度的图像，并且使用寿命长。 液晶层，在液晶层的两侧设置的两个平行
且透明的第一基板和第二基板，用于控制液晶层的透射状态的装置以及
第一基板侧的装置 发射最大波长为400 nm 1 <450 nm的辐射的蓝色发光
辐射源，以及具有至少一种磷光体并布置在第二基板上的第一荧光。 和
一个身体层。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/fc0506f1-a1df-4ed8-ba0c-0f7329f4b1d0
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/007627411/publication/JP2001264759A?q=JP2001264759A

